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運用報告書（全体版） 

受 益 者 の み な さ ま へ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申しあげます。 
「ＧＷ７つの卵」は、2023年１月10日に第20期の決算を行ないましたので、期中の運用状況をご報告申
しあげます。 
今後とも一層のお引き立てを賜りますようお願い申しあげます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合 
信 託 期 間 2003年２月28日から原則無期限です。 
運 用 方 針 主として投資信託の受益証券に分散投資を行ない、信託財産の中長期的な成長をめざします。 

主 要 運 用 対 象 

Ｇ Ｗ ７ つ の 卵 投資信託の受益証券を主要投資対象とします。 
日本大型株式グローバル・ラップマザーファンド わが国の金融商品取引所上場株式を主要投資対象とします。 
日本小型株式グローバル・ラップマザーファンド わが国の金融商品取引所上場株式を主要投資対象とします。 
日本債券グローバル・ラップマザーファンド わが国の公社債および短期金融資産を主要投資対象とします。 
北米株式グローバル・ラップマザーファンド 米国およびカナダの金融商品取引所上場株式およびＮＡＳＤＡＱ市場で取引されている株式を主要投資対象とします。 
欧州先進国株式グローバル・ラップマザーファンド 欧州主要先進国の金融商品取引所上場株式および店頭登録株式を主要投資対象とします。 
アジア太平洋先進国株式グローバル・ラップマザーファンド アジア・環太平洋主要先進国の株式を主要投資対象とします。 
海外債券グローバル・ラップマザーファンド 海外の公社債を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 

Ｇ Ｗ ７ つ の 卵 
株式への実質投資割合には、制限を設けません。 
外貨建資産への実質投資割合には、制限を設けません。 

日本大型株式グローバル・ラップマザーファンド 
株式への投資割合には、制限を設けません。 
外貨建資産への投資割合は、信託財産の純資産総額の10％以下とします。 

日本小型株式グローバル・ラップマザーファンド 
株式への投資割合には、制限を設けません。 
外貨建資産への投資割合は、信託財産の純資産総額の10％以下とします。 

日本債券グローバル・ラップマザーファンド 
株式への投資割合は、信託財産の純資産総額の10％以下とします。 
外貨建資産への投資は行ないません。 

北米株式グローバル・ラップマザーファンド 
株式への投資割合には、制限を設けません。 
外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

欧州先進国株式グローバル・ラップマザーファンド 
株式への投資割合には、制限を設けません。 
外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

アジア太平洋先進国株式グローバル・ラップマザーファンド 
株式への投資割合には、制限を設けません。 
外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

海外債券グローバル・ラップマザーファンド 
株式への投資割合は、信託財産の純資産総額の10％以下とします。 
外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時、原則として分配対象額のなかから、基準価額水準、市況動向などを勘案して分配を行なう方針です。ただし、分配対象額が少額の場合に
は分配を行なわないこともあります。 
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ＧＷ７つの卵 

 
【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○ 近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組入比率 

株   式 
先物比率 

債   券 
組入比率 

債   券 
先物比率 

投資信託 
証   券 
組入比率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 

16期(2019年１月10日) 9,433 30 △12.1 67.5 － 29.6 1.6 0.5 54,091 

17期(2020年１月10日) 10,427 500 15.8 71.6 － 25.1 1.2 0.8 53,298 

18期(2021年１月12日) 10,636 600 7.8 71.7 － 23.8 1.7 0.6 48,746 

19期(2022年１月11日) 10,816 1,100 12.0 68.2 － 24.1 △1.7 0.4 46,025 

20期(2023年１月10日) 10,295 200 △ 3.0 69.6 － 26.3 △0.0 0.5 44,853 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 株式組入比率には、新株予約権証券を含みます。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

（注） 債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

（注） 複数の親投資信託を組み合わせることにより、中長期的な収益を得ることを目的としているため、適切なベンチマークおよび参考指数

はございません。 
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○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ ％ 

2022年１月11日 10,816 － 68.2 24.1 △1.7 0.4 

１月末 10,443 △3.4 71.4 25.3 △1.4 0.4 

２月末 10,363 △4.2 69.4 27.1 △0.3 0.4 

３月末 10,953 1.3 73.2 23.3 0.3 0.6 

４月末 10,664 △1.4 72.3 24.0 0.5 0.7 

５月末 10,719 △0.9 72.7 23.6 0.8 0.7 

６月末 10,507 △2.9 72.5 24.3 0.5 0.7 

７月末 10,762 △0.5 70.3 26.2 0.7 0.6 

８月末 10,831 0.1 72.4 24.4 △0.3 0.7 

９月末 10,375 △4.1 68.8 27.4 0.4 0.5 

10月末 10,907 0.8 68.0 28.5 0.6 0.5 

11月末 10,904 0.8 70.6 26.3 0.6 0.5 

12月末 10,444 △3.4 70.3 26.7 0.5 0.5 

(期  末)       

2023年１月10日 10,495 △3.0 69.6 26.3 △0.0 0.5 
 

（注） 期末の基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

（注） 株式組入比率には、新株予約権証券を含みます。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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ＧＷ７つの卵 

○運用経過 (2022年１月12日～2023年１月10日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 
（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 
（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2022年１月11日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 
（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 
（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。 

 
○基準価額の主な変動要因 

当ファンドは、世界各国から７つの資産を選び、国際分散投資を行なっています。７つの資産の運用は、そ
れぞれの分野に強みを持つ運用アドバイザーが各マザーファンドを通じて行なっています。資産配分および
運用アドバイザーの決定は、日興グローバルラップの助言をもとに日興アセットマネジメントが行なってい
ます。 

基準価額の騰落率（分配金込み）を各マザーファンドの騰落率に要因分解すると以下の通りです。 

   

期中の基準価額等の推移 
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（株式市況） 

国内株式市場は、国内での新型コロナウイルスの感染急拡大や、ウクライナ情勢を巡る地政学的リスクを受

け、2022年３月上旬にかけて下落した後、原油価格急騰の動きが一巡したことへの安心感を背景に、３月末に

かけて急反発しました。４月以降は、世界的な高インフレを背景とした金融引き締めが売り材料となる一方、

急速な円安進行を受けた輸出企業の業績改善期待が買い材料となり、11月にかけて１～２ヵ月おきに下落と

上昇を繰り返す相場展開となりました。その後は、円相場が上昇に転じたことや、日銀が国内長期金利の許容

変動幅を拡大したことで長期金利が上昇したことなどが嫌気され、期間末にかけて軟調に推移しました。 

海外株式市場は、ウクライナ情勢を受けて世界的に物価の大幅な上昇が進んだことや、欧米などの主要金融

当局による利上げを巡る思惑が広がったことで、期間の初めから2022年10月にかけて下落基調で推移しました。

その間、原油価格高騰に一服感が広がった３月や、米国金融当局による利上げ加速観測がいったん後退した７

月前後の時期に相場は反発しましたが、高インフレや急速な金融引き締めの流れのなか、株価の上昇は長続き

しませんでした。10月以降は欧米の金融当局による利上げペース鈍化の動きを見越して買いが優勢となりまし

たが、12月に入ると利上げの長期化観測が強まったことで、期間末にかけて軟調な相場展開となりました。 

 

（債券市況） 

内外債券市場は、世界的にインフレが進むなか、欧米などの主要金融当局の引き締め姿勢をにらみ、2022年

６月にかけて下落傾向で推移しました。その後、世界景気の減速懸念が強まった場面で相場はいったん反発し

ましたが、８月に入ると、欧米の金融当局による積極的な利上げ継続観測を受けて再び売りが優勢となりまし

た。10月以降、欧米での利上げペース鈍化観測が強まったことで上昇に転じた後、12月には欧米の金融当局が

引き締めの継続姿勢を強調したことや、日銀が国内長期金利の許容変動幅を拡大したことなどが売り材料と

なり反落しましたが、2023年に入ると物価の騰勢鈍化を見越して再び買いが広がりました。 

 

  

投資環境 
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（為替市況） 

期間中における主要通貨（対円）は、下記の推移となりました。 

 

 

 

（当ファンド） 

各マザーファンドへの投資配分は、「日興グローバルラップ株式会社」による投資助言などを受け、以下の

比率をめどに運用を行ないました。 

当期間は、債券資産に対して慎重な投資姿勢を維持しつつ、７回の配分変更を行ないました。期間の初めに

株式資産、債券資産の配分効果がともにマイナスとなりました。３月の配分変更以降は債券への資産配分はプ

ラスの効果が続きましたが、株式資産におけるアジア太平洋先進国株式への消極的な配分と日本大型株式へ

の積極的な配分によるマイナスの効果が大きく、期間を通じて当ファンドの資産配分効果はわずかにマイナ

スとなりました。 

 

  

当ファンドのポートフォリオ 
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（各マザーファンド） 

各マザーファンドにおいては、それぞれの運用アドバイザーが運用方針に沿って、信託財産の成長をめざし

て運用を行ないました。 
 

 
 

 

当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設

定しておりません。 

 

  

当ファンドのベンチマークとの差異 
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分配金は、基準価額水準、市況動向などを勘案し、以下のとおりといたしました。なお、分配金に充当しな

かった収益につきましては、信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第20期 

2022年１月12日～ 
2023年１月10日 

当期分配金 200  

(対基準価額比率) 1.906％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 200  

翌期繰越分配対象額 294   
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 

（当ファンド） 

引き続き、主として７本の親投資信託の受益証券を通じて分散投資を行ない、中長期的な信託財産の成長を

めざします。また、各投資対象資産の値動きや割安度などに応じて組入比率の調整を行なうことによって、収

益の拡大を図ります。 

 

（各マザーファンド） 

各マザーファンドにおいては、それぞれの運用アドバイザーが運用方針に沿って、信託財産の成長をめざし

て運用を行ないます。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 

今後ともご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。 

 

  

分配金 
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○１万口当たりの費用明細 (2022年１月12日～2023年１月10日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 210  1.975  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (134)  (1.262)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 70)  (0.658)  運用報告書など各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報 
提供などの対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  6)  (0.055)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 3   0.028   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  3)  (0.027)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.000)   

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） (  0)  (0.001)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 2   0.015   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） (  2)  (0.014)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.001)   

（d） そ の 他 費 用 3   0.031   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  3)  (0.027)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.004)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.000)  その他は、信託事務の処理等に要するその他の諸費用 

 合 計 218   2.049    

期中の平均基準価額は、10,656円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンド

に対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は2.02％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2022年１月12日～2023年１月10日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
日本大型株式グローバル・ラップマザーファンド 820,028 2,554,164 742,859 2,324,533 

日本小型株式グローバル・ラップマザーファンド 114,552 864,686 87,481 667,767 
日本債券グローバル・ラップマザーファンド 2,577,168 3,588,541 1,865,478 2,589,383 
北米株式グローバル・ラップマザーファンド 493,417 2,645,763 610,506 3,288,664 
欧州先進国株式グローバル・ラップマザーファンド 491,522 2,355,556 495,229 2,393,176 
アジア太平洋先進国株式グローバル・ラップマザーファンド 63,380 615,103 64,653 654,287 
海外債券グローバル・ラップマザーファンド 550,731 1,582,918 447,964 1,277,833 

 
 
 

○株式売買比率 (2022年１月12日～2023年１月10日) 

 

項 目 

当 期 
日本大型株式 

グローバル・ラップ
マザーファンド 

日本小型株式 
グローバル・ラップ
マザーファンド 

北米株式 
グローバル・ラップ
マザーファンド 

欧州先進国株式 
グローバル・ラップ
マザーファンド 

アジア太平洋先進国株式
グローバル・ラップ 

マザーファンド 
(a) 期中の株式売買金額 24,168,422千円 6,583,675千円 20,755,690千円 15,598,373千円 3,431,581千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 24,533,436千円 7,856,787千円 21,857,565千円 15,073,720千円 4,506,458千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.98   0.83   0.94   1.03   0.76   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注） 外国の取引金額は、各月末（決算日の属する月については決算日）の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算した金額の合計です。

 

○利害関係人との取引状況等 (2022年１月12日～2023年１月10日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2022年１月12日～2023年１月10日) 

 

 該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2022年１月12日～2023年１月10日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2023年１月10日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

日本大型株式グローバル・ラップマザーファンド 3,456,925 3,534,094 11,021,427 

日本小型株式グローバル・ラップマザーファンド 449,936 477,007 3,653,642 

日本債券グローバル・ラップマザーファンド 4,977,791 5,689,481 7,656,335 

北米株式グローバル・ラップマザーファンド 1,849,434 1,732,345 8,875,327 

欧州先進国株式グローバル・ラップマザーファンド 1,226,362 1,222,656 6,342,040 

アジア太平洋先進国株式グローバル・ラップマザーファンド 194,707 193,435 1,990,739 

海外債券グローバル・ラップマザーファンド 1,487,997 1,590,764 4,442,050 
 
（注） 各親投資信託の2023年１月10日現在の受益権総口数は、以下の通りです。 

 ・日本大型株式グローバル・ラップマザーファンド 7,808,444千口 ・欧州先進国株式グローバル・ラップマザーファンド 2,745,602千口 

 ・日本小型株式グローバル・ラップマザーファンド 1,042,908千口 ・アジア太平洋先進国株式グローバル・ラップマザーファンド 443,945千口 

 ・日本債券グローバル・ラップマザーファンド 116,251,484千口 ・海外債券グローバル・ラップマザーファンド 3,201,359千口 

 ・北米株式グローバル・ラップマザーファンド 3,772,516千口 

 

  

親投資信託残高 
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○投資信託財産の構成 (2023年１月10日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

日本大型株式グローバル・ラップマザーファンド 11,021,427 23.9 

日本小型株式グローバル・ラップマザーファンド 3,653,642 7.9 

日本債券グローバル・ラップマザーファンド 7,656,335 16.6 

北米株式グローバル・ラップマザーファンド 8,875,327 19.2 

欧州先進国株式グローバル・ラップマザーファンド 6,342,040 13.7 

アジア太平洋先進国株式グローバル・ラップマザーファンド 1,990,739 4.3 

海外債券グローバル・ラップマザーファンド 4,442,050 9.6 

コール・ローン等、その他 2,227,857 4.8 

投資信託財産総額 46,209,417 100.0 
 

（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

（注） 北米株式グローバル・ラップマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（19,326,432千円）の投資信託財産総額（19,358,682

千円）に対する比率は99.8％です。 

（注） 欧州先進国株式グローバル・ラップマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（14,537,638千円）の投資信託財産総額

（14,561,303千円）に対する比率は99.8％です。 

（注） アジア太平洋先進国株式グローバル・ラップマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（4,478,298千円）の投資信託財産

総額（4,672,944千円）に対する比率は95.8％です。 

（注） 海外債券グローバル・ラップマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（8,961,586千円）の投資信託財産総額（9,016,919

千円）に対する比率は99.4％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。1アメリカドル=131.85円、1カナダド

ル=98.42円、1メキシコペソ=6.8901円、1ユーロ=141.38円、1イギリスポンド=160.47円、1スイスフラン=143.04円、1スウェーデンク

ローナ=12.66円、1ノルウェークローネ=13.29円、1デンマーククローネ=19.01円、1ポーランドズロチ=30.1352円、1オーストラリアド

ル=91.10円、1ニュージーランドドル=84.00円、1香港ドル=16.89円、1シンガポールドル=99.04円、1マレーシアリンギット=30.1399円、

1イスラエルシュケル=37.95円、1南アフリカランド=7.78円、1香港・オフショア人民元=19.4552円。 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2023年１月10日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 46,209,417,466   

 コール・ローン等 869,085,732   

 日本大型株式グローバル・ラップマザーファンド(評価額) 11,021,427,812   

 日本小型株式グローバル・ラップマザーファンド(評価額) 3,653,642,730   

 日本債券グローバル・ラップマザーファンド(評価額) 7,656,335,550   

 北米株式グローバル・ラップマザーファンド(評価額) 8,875,327,841   

 欧州先進国株式グローバル・ラップマザーファンド(評価額) 6,342,040,415   

 アジア太平洋先進国株式グローバル・ラップマザーファンド(評価額) 1,990,739,163   

 海外債券グローバル・ラップマザーファンド(評価額) 4,442,050,602   

 未収入金 1,358,767,621   

(B) 負債 1,356,340,350   

 未払収益分配金 871,357,282   

 未払解約金 16,324,830   

 未払信託報酬 467,618,678   

 未払利息 468   

 その他未払費用 1,039,092   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 44,853,077,116   

 元本 43,567,864,122   

 次期繰越損益金 1,285,212,994   

(D) 受益権総口数 43,567,864,122口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,295円 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は42,553,346,569円、期中追加設定元
本額は3,302,221,373円、期中一部解約元本額は2,287,703,820
円です。 

（注） １口当たり純資産額は1.0295円です。 
 

○損益の状況 (2022年１月12日～2023年１月10日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △      179,074   

 支払利息 △      179,074   

(B) 有価証券売買損益 △  447,257,672   

 売買益 723,857,039   

 売買損 △1,171,114,711   

(C) 信託報酬等 △  927,665,528   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △1,375,102,274   

(E) 前期繰越損益金 1,519,914,826   

(F) 追加信託差損益金 2,011,757,724   

 (配当等相当額) (    494,782,110)  

 (売買損益相当額) (  1,516,975,614)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 2,156,570,276   

(H) 収益分配金 △  871,357,282   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 1,285,212,994   

 追加信託差損益金 2,011,757,724   

 (配当等相当額) (    497,313,242)  

 (売買損益相当額) (  1,514,444,482)  

 分配準備積立金 648,557,544   

 繰越損益金 △1,375,102,274   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ
るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税
等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追
加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分
をいいます。 

（注） 親投資信託の信託財産の運用の指図に係る権限の全部又は一
部を委託するために要した費用のうち、2022年１月12日～2023
年１月10日の期間に当ファンドが負担した費用は215,052,094
円です。 

 
（注）分配金の計算過程（2022年１月12日～2023年１月10日）は以下の通りです。 

項 目 
2022年１月12日～ 
2023年１月10日 

a. 配当等収益(経費控除後) 0円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 636,655,450円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 1,519,914,826円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 2,156,570,276円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 494円 

g. 分配金 871,357,282円 

h. 分配金(１万口当たり) 200円 

 

上記各資産の評価基準及び評価方法、また収益及び費用の計上区分等については、法律及び諸規則に基づき、一般に公正妥当と認められる

企業会計の基準に準拠して評価計上し処理しています。  
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○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 200円 
 
 
 

○お知らせ 

 

 2022年１月12日から2023年１月10日までの期間に実施いたしました約款変更はございません。 

 

 

 

約款変更について 

当ファンドの主要投資対象先の直近の運用状況について、法令および諸規則に基づき、 

次ページ以降にご報告申しあげます。 
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